
 

 

  

 

 

 

学校経営から学ぶ 
学校の教育目標「生きる力を育み、自己実現に向け（自立）、自ら考え、行動

し（実行）、社会貢献（協力）できる生徒の育成 ～地域と協働し、一人一人の

個性の伸長を目指す学校～」を達成するため、前例踏襲ではなく、常に工夫のあ

る実践を組織的に行っています。 

また、1248名の大規模校でもあるため、松岡小、明治小、明治北小と共に小

中一貫教育にも取り組まれ、 

① 「そろえる」 教職員の意識改革・協働 

② 「大東フォーム」の作成、徹底 

を、重点目標として、小中合同授業研、小中合同研修会、ICTを活用した子ども

や教職員の交流、乗入授業、各教科の系統表、通信による交流を行っています。 

特に注目すべきは、小中合同研修部会で、各部会（教科、生徒指導等１２部会）

のそれぞれにおいて、①目指す子ども像、②何を実践するか、③どのように、④

いつから、⑤周知や実践の方法、それによって⑥子ども達がどのように変化した

か（アンケート項目）を明確にしている点です。このような計画的な実践をとお

して、より実効的な小中一貫教育が行われ、主体的

に学ぶ子ども達が育成されると思いました。 

今後は、協議の際に確認した「（自律のための）表現力」のように、学

校をあげて育成を目指す（教科横断的な）資質・能力を、より明確にされ

てみてはいかがでしょうか。このような上位目標を決めることで、行事な

どを企画する際に、目的の共通理解が行われやすくなり、実際の方法や手

段は担当者に任せることができます。そのことで、担当者の当事者意識が

高まり、それぞれの担当者による協働的な新たなアイディア生まれ、より

効果的、効率的な実践へとつながるとが期待されます。※参考資料「中学校学習

指導要領解説 総則編 P48２教科等横断的な視点に立った資質・能力 例：ア 言語能力 

授業から学ぶ 

参観させて頂いた授業では、ICT の活用や、学び合い、ペア学習など、共同的な実践を取り入れる

ことをとおして、一人一人の個性を伸ばそうとする姿

勢を感じました。 

今後は指導案を作成する際、「振り返り」を教師が

願う具体的なゴールの姿を「生徒を主語」にして表記

してみてはいかがでしょうか。そのことで、教師が考

えた「振り返り」と生徒が実際に書いたものとの違い

を分析をしたり、「めあて」との連動、評価規準との

整合性について互見授業を通して協議したりするこ

とで授業改善がより推進されると思いました。 
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